
















































































































































































































































































































































代』（山川出版社・2006年）および Émilie CARLES, Une soupe aux herbes 
sauvages, Robert Laffont, 1981など参照。
３） Sylvine REY et Jeanne LEHUÉDÉ, À l’école de Jeanne : mémoires d’une 
institutrice de campagne, Geste éditions, 2006, p. 18.
４） Ibid., pp. 11‒39. ジャンヌは４人きょうだいの末っ子であったが、兄姉のう
ち次兄は乳児期に、他の２人も20歳代にいずれも病没している。Ibid., pp. 
43‒44, 105‒108.
５） Ibid., pp. 39‒42, 45‒46. 
６） Ibid., pp. 48‒49, 54.
７） Ibid., pp. 47‒48, 61‒64.
８） Ibid., pp. 60‒61, 68‒69.
９） Ibid., p. 65.
10） Ibid., pp. 65‒67.
11） Ibid., pp. 69, 97.
12） Ibid., pp. 71‒75. この時受け持った唯一の女生徒は、体が弱く８キロの通学
に耐えられない子であった。
13） Ibid., p. 79. 
14） Ibid., pp. 75‒76.




16） Ibid., pp. 91‒92. 
17） Ibid., pp. 92‒95. この時受け持った唯一の女生徒はまだ３歳であったが、母
親が働く必要があったので例外を認められた。婚外子だったので私立の学校
にやるにはためらいもあり、ジャンヌのクラスに入ったのだという。
18） Ibid., p. 95.
19） Ibid., p. 104.
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31） Présentation de Jean BARDET, Cahiers de jeunesse de Denise Bardet : 





33） BARDET, Cahiers, p. 8.
34） Jean-Paul PICAPER, Les Ombres d'Oradour, L'Archipel, 2014, p. 96 ; BARDET, 
Cahiers, p. 25.
35） BARDET, Cahiers, p. 25.
36） Ibid., p. 34.
37） Ibid., p. 25.
38） Ibid., p. 30.
39） 彼女はまた「路上を走る喜び、それは自由の小さな象徴」だと記している。
Ibid., p. 35.
40） Ibid., p. 16.
41） Ibid. : PICAPER, Les Ombres d'Oradour, p. 95.
42） この殺戮を逃れることができたのは、当時47歳だった女性一人だけであっ
た。彼女は後に教会内の様子を伝える重要な証人となった Robert HÉBRAS, 













44） PICAPER, Les Ombres d'Oradour, pp. 90‒91.
45） BARDET, Cahiers, p. 18.
46） Ibid., p. 28.
47） Ibid., p. 29.「実直である」には honnêteということばが用いられている。
48） ドゥニーズはまた「私はニーチェが大好きだ。とはいえ、必ずしもいつも
よく理解できるわけではないが」と書いている。Ibid., pp. 31‒32.
49） Ibid., p. 41.
50） Ibid., pp. 45‒46.
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